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あとがき 

 消化吸収は消化器病学の原点である。 

 現在まで、すでに29 回の総会がおこなわれてきたが、各回におこなわれた特別講演をながめてみる

と、何が問題なのか、ということがよくわかる。 

 初期には消化吸収の測定、消化管の生検、胃排出能、内視鏡的アプローチなどの研究技法がとりあ

げられていたが、以後、脂肪、糖質の吸収、VB12、VE、VK、微量金属、胆汁酸、薬剤の吸収をはじめ、

消化管ホルモン、神経体液性調節、腸管リンパ系、小腸刷子縁酵素、腸内細菌、栄養アセスメントなど

がつゞき、疾患としては牛乳不耐症、十二指腸白点症候群、術後障害、イレウス、肝障害、UC、クローン



病などがとりあげられている。これらの講演主題をみても消化吸収学の深さがよくわかる。 

 梅田典嗣会長が主催された第29 回総会には42 題の一般演題があつまり、研究者の層がひろがっ

ていることを示していた。 

 本学会が基礎と臨床の調和した会であってほしいと思っているが、現在この線でバランスよく展開され

ており、よろこばしいことと思っている。今回新しく学会賞がもうけられ、第1 回学会賞に東大の矢作直

久氏が選ばれた。若い意欲のある人にという考えのもとに選考された由、若手会員にも大きな刺激にな

ったことであろう。新しい研究をどしどし発表してほしい。2000年以降はDDW-Japanに全面参加するとの

ことが決定しているが、本会がこの機会にさらに大きく発展することを心から期待している。 

（H･F） 

 


